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太
平
洋
戦
争
末
期
、
熊
本
市
北
区
龍
田
の
立
田
山
山
腹
に
、
県
内
の

飛
行
場
を
束
ね
る
陸
軍
航
空
隊
「
第
三
十
戦
闘
飛
行
集
団
」
の
司
令
本
部

が
置
か
れ
た
地
下
翳
が
あ
っ
た
。
全
容
は
不
明
だ
が
、
昨
年
背
に
地

下
壕
が
見
つ
か
り
、
今
年
4
月
の
調
査
で
、
軍
事
利
用
の
痕
跡
が
判
明
。

当
時
、
近
く
に
住
ん
で
い
た
穴
見
和
書
さ
ん
(
望
=
北
区
=
は
「
将
校

が
実
家
に
寝
泊
ま
り
し
て
い
だ
と
、
母
親
か
ら
聞
い
た
」
と
証
言
す
る
。

通
路
は
高
さ
2
 
・
 
5
㍍
壁
に
坑
木
跡

指
」
雌
丁

燕
本
の
歴
史
」

(
弦
善
房
、
2
0
0
)
 
7

年
)
に
よ
る
と
、
塵
界
に
司
令
本
部
を
匿
い
′

て
い
だ
同
集
団
性
、
熊
本
、
宮
崎
、
鹿
児
島

3
県
の
防
空
任
務
に
当
た
る
た
め
福
岡
の

「
第
六
航
空
軍
」
の
指
揮
下
に
入
り
、
1
9

4
5
年
7
月
に
熊
本
に
進
出
。
 
、
地
下
壕
を
調

査
し
た
「
く
ま
も
と
戦
争
遺
跡
・
文
化
遺
産

ネ
ッ
ー
ト
ワ
ー
ク
」
臆
に
よ
る
と
、
司
令
本
部
は

特
攻
の
出
撃
命
令
を
出
す
重
要
拠
点
だ
っ
た

と
い
う
。
司
令
部
参
謀
だ
っ
た
男
性
が
裔
稿

し
た
8
2
年
の
新
聞
記
事
に
も
、
花
岡
山
段
丘

と
立
田
山
の
地
下
に
、
通
信
網
を
備
え
た
戦

闘
指
揮
所
を
設
置
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

穴
兄
さ
ん
は
小
学
3
̃
4
年
の
頃
母
親

か
ら
自
宅
が
将
校
の
宿
泊
所
だ
っ
た
と
聞
い

た
。
複
数
の
将
校
が
出
入
り
し
、
風
呂
も
貸

し
て
い
た
と
い
う
。
当
時
、
母
親
は
独
身
で

祖
母
と
2
人
暮
ら
し
。
穴
兄
さ
ん
は
「
実
家

は
壕
か
ら
一
(
番
近
く
、
夫
が
い
な
か
っ
た
の

で
使
い
や
す
が
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
推
測
す

る
。
部
屋
の
障
子
に
は
刀
傷
が
あ
り
、
「
将

校
が
政
戦
の
知
ら
せ
を
聞
い
て
、
酒
に
酔
っ
/

て
抜
刀
し
た
跡
」
と
い
う
。

地
下
壕
は
自
宅
か
ら
徒
歩
5
分
ほ
ど
で
、

子
ど
も
の
頃
の
遊
び
場
だ
っ
た
。
穴
兄
さ
ん

は
「
地
元
で
は
誰
も
が
壕
の
存
在
を
知
っ
て

「将校寝

入り口が露出していた2基目の地下壕。側面に坑木設置跡が
確認された(くまもと戦争遺跡・文化遺産ネットワーク提供)

穴兄さん(熊本市)証言近くの

い
た
が
、
ま
さ
か
陸
軍
の
司
令
本
部
だ
っ
た

と
は
」
と
驚
く
。
天
井
は
当
時
の
背
丈
よ
り

ず
っ
と
高
く
、
奥
の
横
穴
か
ら
別
の
壕
へ
つ

な
が
っ
て
い
た
。
「
よ
く
探
検
し
に
行
っ
て

は
親
に
叱
ら
れ
た
」
と
振
り
返
る
。
.

同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
4
月
の
現
地
調
査

で
、
2
基
の
地
下
壕
が
発
見
さ
れ
た
。
-
 
1
基

は
入
り
日
が
ほ
ぼ
埋
ま
っ
て
い
た
が
、
も
う

1
基
は
入
り
口
が
露
出
。
壕
内
を
小
型
カ
メ

ラ
で
調
べ
た
結
果
、
通
路
は
横
3
・
5
㍍
、

高
さ
2
・
.
 
5
㍍
と
推
定
さ
れ
た
。
通
常
の
防

空
壕
と
選
っ
て
四
角
に
掘
ら
れ
、
一
堂
に
坑
木

が
打
ち
込
ま
れ
た
跡
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
軍

事
利
用
を
裏
付
け
る
僅
拠
と
い
う
。

将
校
が
暮
ら
し
た
と
い
う
穴
兄
さ
ん
の
実

家
は
、
母
親
が
亡
く
な
っ
た
約
1
 
0
年
前
に
取

り
壊
し
た
だ
だ
、
終
戦
後
の
物
資
不
足
の
時

期
に
地
下
壕
の
内
部
か
ら
持
ち
帰
っ
た
と
い

う
的
4
㍍
の
木
材
は
、
今
も
保
管
し
て
い
る

と
い
う
。
穴
兄
さ
ん
は
「
母
は
、
終
戦
直
後

に
壕
の
外
で
毎
日
何
か
が
燃
や
さ
れ
て
い
た

と
言
っ
て
い
た
。
壕
内
部
の
通
信
機
を
焼
却

し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
想
像
す
る
。

÷
熊
本
の
歴
史
」
に
よ
る
と
、
同
集
団
は

8
月
1
 
3
日
に
大
本
営
か
ら
沖
縄
へ
の
特
攻
命

令
を
受
け
だ
が
、
、
1
4
日
の
会
議
中
に
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
受
話
を
知
り
、
作
戦
は
実
行
さ
れ
ず

に
終
わ
っ
た
と
い
う
。

同
ネ
ッ
ト
ワ
」
ク
の
高
谷
利
生
代
表
(
6
7
)

=
玉
名
市
=
は
「
終
戦
秘
話
を
語
る
重
要
な

戦
争
遺
跡
だ
が
、
通
信
設
備
な
ど
の
地
下
壕

の
全
容
は
不
明
。
山
型
曇
集
め
た
い
が
、
当

時
を
知
る
人
の
多
く
が
亡
く
な
っ
て
お
り
晦

や
ま
れ
る
。
壕
内
部
の
詳
細
や
関
連
施
設
を

調
べ
た
い
」
と
し
て
い
る
。
(
深
川
杏
樹
)

くまもと戦争遺跡・文化遺産
ネットワ一二クに地下壕の情報
を提供した乃美勝彦さん。壕
の入り口(中央奥)は崩れてほ
ぼ埋まっている=熊本市北区


